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清

洲

金

石

志

稿

竺

瀞

満
鉄
調
査
資
料
第

1
六
九
編

昭
和
十
1
年
四
月
二
十
日

南
満
洲
鎖
道
株
式
食
紅
蓉
行

四
六
倍
阪
二
二
1
貫

篤

農
ニ
二
葉

由
爽
'
清
洲
史
研
究
に
於
て
常
に
噺
た
れ
る
困
難
の
一
は
'
史

料
の
不
足
関
係
文
献
の
乏
朗
に
し
て
'
こ
の
限
-
に
於
て
清
洲
に

遺
存
す
る
金
石
文
の
資
料
的
慣
値
は
よ
旦
向
-
評
慣
さ
る
べ
き
で

あ
る
｡
に
も
拘
ら
ず
'
之
に
関
し
て
は
達
東
志

･
熱
河
志

･
盛
京

通
志

･
東
徳
府
志
を
始
め
'
書
林
外
記
･
書
林
通
志
･
朝
陽
願
志

等
の
府
願
遺
志
に
地
方
部
分
的
に
記
載
牧
録
さ
れ
て
ゐ
る
外
'
絶

か
に
金
鏡
献
氏
の
遼
東
文
献
後
略
(
巻
八
'
民
国
十
五
年
刊
)
巻
三
･

四
に
十
四

･
五
の
金
石
碑
文
を
牧
め
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
.
而
る

忙
'
満
洲
囲
成
立
を

1
韓
横
と
し
て
我
が
国
並
に
衣
満
語
草
者
の

問
に
要
請
さ
れ
始
め
た
浦
洲
豪
古
史
再
考
察
の
機
運
は
'
最
近
に

於
け
る
巴
林
蒙
古
よ
-
の
契
丹
諸
帝
后
哀
冊
碑
の
出
土
'
或
は
書

林
省
披
林
河
畔
に
於
け
る
大
金
得
勝
陀
項
碑
の
再
蔑
見
そ
の
他
数

多
の
未
詳
碑
文
の
確
認
と
相
保
っ
て
'
従
爽
久
し
-
交
通
不
便
に

よ
る
地
利
的
障
害
'
匪
賊
の
出
段
に
よ
る
人
命
的
危
険
の
馬
'
難

硯
さ
れ
て
ゐ
た
満
洲
古
今
金
石
文
の
整
理
集
成
を
必
至
な
ら
し
め

る
こ

と
ゝ
な
っ
た
｡
｢
清
洲
金
石
志
稿
｣
は
如
上
の
困
難
を
克
服
し

畢
界
多
年
の
勉
望
む
満
す
.べ
-
編
纂
さ
れ
た
も
の
に
し
て
'
爾
後

我

･
人
共
に
こ
の
書
の
思
慮
を
蒙
る
こ
と
極
め
て
多
大
な
る
べ
き

を
惟
ひ
'
努
頭
に
於
て
吾
人
は
編
者
園
田

1
飽
氏
の
献
身
的
努
力

と
出
版
の
衝
に
雷
ら
れ
た
端
銭
資
料
課
に
封
し
て
深
甚
の
謝
意
を

表
さ
ぬ
ば
な
ら
な
い
｡

本
書
牧
む
る
所
の
金
石
文
は
､
第

1
期
高
勾
儲

･
瀞
海

時
代

(
五
)第
二
期
遼
時
代
(
三
三
)第
三
期
金
時
代
(
二
三
】第
四
期
元
時

代
(
三
六
)絶
て
九
八
を
計
へ
-
内
'
若
干
は

一
二
年
釆
既
に
編

者
が
奉
天
満
鏡
筒
書
館
叢
刊
或
は
雑
誌
満
蒙
に
詳
細
な
る
解
詮
を

附
し
て
紹
介
を
試
み
て
ゐ
る

-
各
碑
文
毎
に
略
解
及
び
参
考
文
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軟
と
し
て
薦
-
内
外
に
亘
る
既
出
関
係
諸
論
文
を
添
載
L
t
研
究

者
の
便
宜
に
供
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
編
者
の
撃
的
艮
心
性
を
砥
ぐ

感
知
せ
し
め
る
｡

第

一
期
高
勾
硝
･
勧
海
時
代

｢
母
丘
倹

･
丸
都
山
紀
功

砕
｣
(
こ
は
後
魂
正
始
年
間
の
壇
皆
と
す
れ
ば
'
清
洲
に
現
存
す

る
最
古
の
砕
石
と
見
倣
す
べ
-
'
｢
好
太
王
陵
碑
｣
(
二
)
は
清
洲

に
於
け
る
最
大
の
石
碑
と
し
て
名
有
-
'
(
≡
)
･
(
四
)
は
錦
州
省

義
願
の
寓
俳
洞
内
に
存
す
る
北
魂
稗
に
し
て
'
後
者

｢
韓
貞
造
像

0

0

記
｣
中
に
見
え
る
尉
喰
葵
丹
使
云
々
の
文
字
は
従
釆
尉
喰
契
丹
使

0

と
し
て
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
'
箕
は
尉
喰

葵
丹
使
が
正
し
い

こ
と
は
'
昨
夏
五
月
吾
人
の
親
し
-
原
地
に
赴
い
て
拓
出
確
認
し

た
所
に
し
て
'
本
書
に
も
之
を
的
確
に
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
喜
ば

し
い
限
-
で
あ
る
｡
｢
鴻
膿
卿
凝
析
堅
井
記
｣
(
五
)
は
現
在
振
天

府
に
約
め
ら
れ
て
そ
の
原
石
は
容
易
に
見
得
ず
'
拓
本
の
洗
布
叉

極
め
て
稀
で
あ
る
｡

以
上
は
満
洲
に
於
け
る
五
盲
碑
と
も
宿
す
'(
-
'
(
こ

･
(
四
)

は
後
塊
の
封
浦
洲
経
略
を
窺
ふ
上
に
'
(
二
)
墜
向
勾
虜
の
牛

島
経

営
'
我
が
尚
と
の
関
係
を
研
究
す
る
上
に
'
(
五
)
は
唐
と
潮
海
図

と
の
交
通
路
を
速
付
け
る
上
に
何
れ
も
有
力
貴
重
な
資
料
を
提
供

し
て
ゐ
る
｡

第
二
期

遼
時
代

満
洲
事
襲
以
後
の
新
獲
墓
誌
碑
塙
が

多
数
収
載
さ
れ
'
就
中
'
聖
宗
(
十
四
)遣
宗
(
二
十
六
)
並
に
そ
の

諸
后
妃
(
十
九
･
二
十

l
･
二
十
二
)
の
哀
冊
文
は
爽
丹
の
極
盛
期
に

於
け
る
他
民
族
と
の
関
係
を
窺
知
せ
し
め
る
も
の
多
-
'
且
つ
之

等
と
共
に
望

し
た
四
基
(鮎
讐

駈
基
)
の
貿

図
書
砕

(詐

如

照
)
は
従
来
未
知
の
死
語
と
さ
れ
て
ゐ
た
契
丹
文
字
の
研
究
に
豊

富
な
る
資
料
を
供
す
る
も
の
と
し
て
内
外
聾
者
の
耳
目
を
饗
動
し

て
ゐ
る
｡

そ
の
外

｢
北
安
州
輿
化
願
令
宋
匡
世
墓
誌
銘
｣
(
十
三
)
は
熱
河

志
以
後
の
遼
代
輿
化
願
否
認
説
を
孝
へ
し
て
､
そ
の
箕
在
を
顧
詮

し
､
｢
宜
徴
南
院
使
韓
将
墓
誌
銘
｣
(
十
六
)
は
極
め
て
史
料
に
乏
キ
イ

し
い
達
と
西
域
地
方
と
の
交
渉
を
開
明
な
ら
し
め
る
に
1
の
鍵

を

輿

へ
'
之
等
は
韓
楠
の
父
韓
稔
(
八
)或
は
相
国
雷
師
訓
(
二
十
四
)

の
墓
誌
銘
と
共
に
内
容
的
に
も
遼
史
を
補
訂
す
る
所
多
大
な
も
の

が
あ
る
｡

｢
奉
天
･併
設
悌
頂
奇
勝
陀
薙
尼
経
瞳
｣
(
三
十
四
)
は
奉
天
城
内

故
宮
前
に
現
存
L
t
俗
に
十
両
石
唐
開
元
三
年
石
鮭
瞳
と
し
て
知

ら
れ
'
故
内
藤
湖
南
博
士
の
浦
洲
鳥
虞
帳
に
紹
介
せ
ら
れ
て
よ
･Sa
'

夙
に
有
名
で
あ
る
が
'
園
田
氏
が
精
拓
に
よ
っ
て
唐
開
元
三
年
の

年
は
朝
の
訣
諌
な
る
べ
き
を
明
か
に
L
t
且
つ
他
の
JJ
の
種
の
鮭

GT
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瞳
と
の
比
較
に
よ
-
之
を
遼
代
の
も
の
と
断
定
し
た
る
は
畢
界
へ

の
大
い
な
る
功
績
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
｡

第
三
期

金
時
代

｢
大
金
得
勝
陀
頭
晩
｣
(
五
十
)
は
昭

和
八
年
須
佐
嘉
橘
象
に
よ
っ

て'
北
浦
撞
林
河
畔
な
る
石
碑
慶
子

舵
.柿僚
那
)

の
原
地
に
再
発
見
さ
れ
て
以
爽
･
畢
界
に
喧
侍
さ
れ
る

に
至
っ
た
が
'
こ
の
碑
の
高
-
評
慣
さ
れ
る
所
以
は
砕
陰
に
割
出

さ
れ
た
女
虞
文
字
を
以
て
の
故
で
あ
る
｡
｢
上
京
賛
勝
寺
前
管
内

都
恰
線
質
厳
大
師
塔
銘
誌
｣
(
五
十

二
は
嘗
て
明
治
四
十
二
年
白

鳥
博
士
に
よ
っ
て
清
江
省
阿
城
願
自
城
に
蔑
見
さ
れ
'
こ
の
地
の

金
上
京
倉
寧
府
遠
地
な
る
こ
と
を
茸
詮
し
た
も
の
と
し
て
周
-
知

ら
れ
て
ゐ
る
.
｢
完
頚
婁
窒
｣
(
四
十
六
)
及
び
｢
完
顔
希
夢
｣
(
四

十
七
)
の
南
神
道
碑
は
金
初
史
研
究
の
一
根
本
史
料
と
し
て
憤
値

高
-
'
後
者
に
見
出
さ
れ
る
達
観
及
び
粛
苗
斯
に
関
す
る
記
載
は

遼
金
時
代
に
於
け
る
阻
-
･蒙
古
･短
観
問
題
に
7
捷
唱
を
零
す
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

拾
､
第
二
･
三
期
遼
･金
時
代
を
通
じ
て
著
し
-
日
に
著
-
の
は

沸
教
寺
院
関
係
の
も
の
が
頗
る
多
-
.
之
等
は
夫
々
文
献
稀
有
な

る
清
洲
係
数
史
の
研
究
者
に
炊
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
資
料
を
供
し
て
ゐ

る
こ
と
で
あ
る
｡
殊
に
(
二
十
)
(
四
十

一
)
(
四
十
五
)

(

六
十
七
)

(
六
十
八
)
(
八
十
八
)
(
九
十
三
)
(
九
十
五
)
等
は
遼
･金
･元
治
下

の
清
洲
に
於
け
る
沸
教
の
社
食
経
済
史
的
考
察
を
も
可
能
な
ら
も

め
t
か
の
遼
朝
沸
教
隆
昌
の
物
的
基
礎
を
薦
し
た
寺
院
研
諒
の
二

税
戸
の
究
明
に
も

T
の
手
懸
り
を
輿

へ
る
で
あ
ら
う
.

第
四
期

元
時
代

こ
の
期
の
も
の
に
あ
つ
て
は
､
先
づ

｢
張
臆
瑞
墓
碑
｣
(
七
十
九
)
｢
竹
混
合
墓
碑
｣
(
八
十

一
)
が
推
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
爾
碑
共
'
慣
帝
の
勅
達
に
し
て
､
殊
に
碑
陰
の

蒙
文
は

1
本
志
稀
に
は
収
録
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
-

現
存
す
る

蒙
文
(
同
鴇
字
系
)碑
中
屈
指
の
も
の
に
し
て
'
元
代
豪
古
語
研
究

上
言
語
畢
的
に
も
不
可
欧
の
も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
｡

｢
劫
州
城
南
畢
田
砕
｣
(
七
十
七
)
こ
の
碑
の
錦
州
省
阜
新
願

(
桝

八
十
里

塔
啓
子
)
現
在
は
'
こ
の
地
が
元
代
劫
州
城
の
故
地
な
る
こ
と
を
琵

68

す

る
不
動
の
史
料
に
し
て
'
嘗
て
故
箭
内
互
博
士
が
満
洲
歴
史
地

確
第
二

(_二
七
五
貢

ニ
九
克
馴
)
に
於
て
精
短
評
細
雪

考
詮
の
末
･
彰
武

願
城
に
比
定
さ
れ
て
以
釆
衆
詮
は
多
-
之
に
左
祝
し
て
ゐ
る
が
'

こ
の
碑
に
よ
れ
ば
'
彰
武
願
城
詮
は
飴
-
に
北
に
偏
在
し
て
ゐ
る

こ
と
を
了
知
し
う
る
で
あ
ら
う
｡

｢敦
武
校
尉
管
軍
上
百
戸
張
成

墓
碑
｣
(
九
十

こ

こ
の
墓
碑
は

｢
好
太
王
陵
碑
｣
O
D
と
共
に
我

が
国
と
の
関
係
を
知
る
上
に
貴
重
税
さ
る
べ
き
で
あ
る
｡

]
殻
に
金
石
の
文
字
は
自
然
的

･
人
為
的
に
磨
滅
破
損
さ
れ
た

も
の
多
-
.
そ
の
諌
解
に
雷
つ
て
は
箕
に
異
常
の
苦
心
と
焼
鉛
を
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件
ふ
も
の
に
し
て
'
編
者
も
こ
の
鮎
に
探
-
意
を
致
し
､
幾
多
の

精
拓
艮
本
を
照
合
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
'
然
し
拾
'
白
玉

の
彼
畷
な
し
と
し
な
い
｡
左
に
京
都
帝
大
東
洋
史
研
究
量
に
蒐
集

さ
れ
て
ゐ
る
拓
本
と
封
校
し
て
吾
人
の
増
補
し
得
た
所
を
参
考
の

馬
表
記
し
て
見
よ
う
｡

(7
)

1
.
母
丘
倹

･
丸
都
山
紀
功
碑

行
数

本
意
稿

0

(
1

)

官

三
'
寓
併
堂

･
元
景
造
像
記

(
7

)

夷
□
済
難

(
18
)

緋
然
0

(
15
)

帝
任

(
16
)

諸
等
□

(
21
)

趣
致
□
窟

四
'
寓
悌
堂

･
韓
貞
道
像
記

京
大

噛宮

は
考

へ
と
し
て
は
両

白

い
が
庶
碑
は
明
か
に

○反

で
あ
る
O

′′'ヽ ′ヽ ′､＼ ′~ヽ ′''~ヽ (

18 12 ll 10 9 8

しノ ー ) し / しノ ー

0
0
0

0
0

輿
□
大
聖
之
師
元
貞

和
山.
虞

衝
劉
都
□
□
0
0

張
遼
楊
凱
胡
堤

□
府
□
□
之
二
途

O

O

若□
□
之
西

連□
私
□

0
0

O

之
□
聖

聾

是
以
嘩

束
微
塵

0
7･
0

0
0

輿
街
尤
聖
之
師
光
自

0開
山
虞
酎
0
りl

劉
都
劉
幅
O
CI

張
凄
偏
劉
胡
墳

0趣
荷
口
之
途

0

0

0
0

右
□
翠
之
西
建
造
私
窟

(
2

)

(
5

)

0
0
達
億
寓
酔
0
0
0

逮
石
骨
敬

0

(
6
)

冥
造
品
物
以
事
着
地

期
か

0

夷
且
済
難

0穆
然
○常
任
諸
寄
齢○

建
鼓
浮
窟

0

0

建
(
7
)
徳
(
-
)

#
&
0
0
0

0

随
方
而
7

0

0

虞
造
品
物
成
事
物
也

斯
鄭

(
14

)

下
及
□
口
□

(
朗

)

尉
喰
使
□

(
c
q
t
p

)

陳
主
張
裏
口

是○
以o
下 嘩○
及 聖○
蝦o容o
o虫○且是?
不o表 0
枚 ○

塵 o

之 o

心 ○

耳 ○

尉
峨
使

命
0

際
主
張
遵
隔

-69 -

拾
'
こ
の
摩
崖
碑
の
参
考
文
献
と
し
て
は
喜
田
青
陵
博
士

｢遼

西
毒
腺
の
石
窟
寺
｣
(
咽
晦
蒜

+i.触
)路
井
貫

｢
発

勃
興
史

(硝
請

謁

増
)等
が
あ
-
/､
習

博
士
も
之
が
精
細
誉

解
警

試
み
ら
れ

つ

1
あ
-
と
洩
れ
聞
く
｡

十
四
'
聖
宗

皇
帝
哀
冊
文
0

有
司
定
識

逢
大
師0

四
海
糎

哀

0

有
司
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□
□
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寂
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□
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門
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潤

連
壁
嗣
&
,
0

1
念
心
定

こ
の
行
の
み
首
行
に
刻
さ
れ
て
ゐ
る
｡

遊
廓

趨
琳

こ
の
碑
の
碑
首
両
面
に
は
大
金
図
千
悌
碑
の
六
字
が
三
字
宛
剖

さ
れ
て
ゐ
る
O

四
十
七
'
貞
意
王
完
頚
希
夢
神
道
砕

C

(

2
)

大
中
大
夫

中
大
夫

(
5

)

上
間
門
使

騎
都
尉

(
9
)

中小
子

○

0東
上
間
門
使

0上
騎
都
尉

中

小
子

0

0

世
運
爾
勢
子
-
敦
子
大
事

世
運
爾
労
予
-
轟

予
大
事

賢
*of
恰

夷
敷0
出
河
店



579

(
19
)

′ヽ ′一一＼ .(ヽ ′'~ヽ

32 30 26 25
) ＼､J L_/ しノ

/ー＼ ′ヽ ′′ヽ

47 44 43

■ら pE 亡■匂

0

天
輔
五
年

烈
□
□
□
取
之

□
其
不
備

□
獲
〇両
至
○准
暢

0

卸
滑
漠
□
□

○
乃
表
口
慣
罪

宗
偶
□

秒麿

′ヽ ′-ヽ ′̀ヽ ノー＼ ′'■ヽ ′̀~ヽ ′′､＼ ′̀ヽ

7 1 61 59 57 45 54 52 49
＼.ノ ＼､ノ ＼_′ ) ) しノ し ′ ー

灼o息 合 o□ 敦〇枚 還 □
命 貞 詞 儒 孜 剣o革｡内
王 口 重 o土 中
孫 □
[コ

0

天
輔

三年
0

烈

老
○骨
□
取
之

○掩
其
不
備

か
技師至0

推
陽
0

0
0
0

取
滴
牒
大
名

○

乃
奏
卸
憾
罪○

完
備
代

恥
匿
○門
内○
還

軍中0
枚
鋤
&
*
0獲
儀
士

0

0

命詞
臣0
0
0

忠
貞
至
王
則
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こ
の
弾
の
解
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近
襲
刊
さ
れ
た
北
平
研
究
院
史
畢
集
刊

第

l
期
所
収
'
徐
柄
軸
氏
の

｢
校
金
寵
頚
希
夢
神
道
碑
書
後
｣
な

る
論
文
を
も
参
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あ
る
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日
興
心
酔
況

既
に
本
志
稿
の
表
題
に
も
第

一
冊
と
あ
る
所
よ
り
す

れ
ば
'
編

者
に
は
更
に
明

･
清
時
代
の
も
の
を
も
績
輯
さ
れ
る
こ
i
)⊥
信
ぜ

ら
れ
る
が
､
そ
の
1
日
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早
か
ら
ん
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と
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望
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振
玉
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に
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種
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石
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す
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し
て
満
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碑
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史
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感
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中
国
圏
書
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協
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食

中
闘
博
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館
協
骨
及
び
固
書
館
協
骨
は
青
島
山
東
大
挙
と
聯
合
し
て

メ

七
月

二
十
日
よ
り
二
十
四
日
に
亙
っ
て
年
骨
を
催
し
i1
.
そ
の
i1
め
故

宮
博
物
院
長
馬
衡
氏
'
北
牢
固
書
館
長
蓑
同
薩
氏
等
は
青
島
に
赴
い
た
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同
骨
に
お
い
て
博
物
館
協
骨
側
よ
り
発
表
さ
れ
る
論
文
は
次
の
如
し
O

浄
内
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固
屠
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固
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及
其
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清
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漢
文
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之
文
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及
史
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清
代
樽
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類
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